
◆編集後記◆一関遊水地見学会は定員数を超える申込みがあり、遊水地事業に多くの方々が関心をもっていただいてい
ることがわかりました。来年も見学会を実施予定です。興味のある方はぜひご参加下さい。（よ） 

  ９月２７日（木）、 宮城県から仙台二華高等学校の
生徒の皆さん１１０名が北上川流域の研修学習の一
環として「あいぽーと」に来館しました。はじめに一関
出張所長から北上川の治水事業について講話があ
り、その後、館内の流域航空写真で一関地区の過去
の洪水等について説明を受けました。その他、集中
管理センターや展望室を見学し、洪水対策や災害へ
の備えなどを学習してもらいました。 

講師 一関出張所長 

北上川上流の治水事業について講話 

 

 

遠隔バックホウ 

 ９月２９日（土）、今回で１０回目となる
一関遊水地見学会が行われ、３８名の方にご
参加いただきました。  
 『一関遊水地事業』は、北上川の洪水から
一関･平泉地区を守るために昭和４７年から進
められています。  
 今回の見学会では、事業の進捗状況の確認
や治水対策・河川管理施設の役割等を学習し
てもらいました。  

○参加された方からのご感想を一部ご紹介します。 
 大林水門のゲートが稼働しているところを見学したかった。（男の子_９歳） 
 遠隔バックホウや大型草刈り機を操縦できて楽しかったです。また参加したい。（女の子_８歳） 
 先進技術での工事が行われている現場を見学出来て良かった。市民を守って下さることに感謝です。（女性_６５歳） 
 大林水門の大きさに驚いた。（男性_５４歳） 
 事業の早期完成を願います。（男性_７４歳） 

 

参加者全員記念撮影 

大林水門 

一関遊水地舞川水門新設工事 

現場見学の様子 

操縦体験 稼働実演 

応募者多数でキャンセル待ちも発生したよ☺ 
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